
第 号

20 年 6 月 30 日

　各　　　　　　位

長崎県建設工事標準請負契約書第２５条第５項の適用について

　長崎県建設工事標準請負契約書（平成１６年２月１０日長崎県告示第１６７号）第２５条

第５項の規定（単品スライド条項）について、下記のとおり適用することとしましたので、

お知らせします。

記

１．適用年月日

・平成２０年７月１日

２．適用資材

・鋼材類（鉄筋・形鋼・鋼板等）
・燃料油（ガソリン・軽油・重油）

３．対象となる工事

・以下の①～④の全てに該当する工事

①契約工期の工期末が適用年月日以降の工事

②請負代金額２５０万円以上の工事

③工期末の６０日前までに同条項に基づく請負代金額変更の請求があった工事

④協議開始の日までにスライド額の算定に必要な証明書類の提出がなされた工事

４．対象としない工事部分

・同条項に基づく請負代金額変更の請求日以前に既済部分検査が完了している工事部分

長崎県建設工事入札手続等検討委員会
事務局長　建設企画課長（公印省略）

２４３

平成

２０建企
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５．スライド額の算定方法

(１)スライド額算定の対象とする資材の判定

　①鋼材類
　　鋼材類に該当する材料の価格高騰による変動額が請負代金額の１％を超える場合は、
　鋼材類をスライド額算定の対象資材とする。

　②燃料油
　　燃料油に該当する材料の価格高騰による変動額が請負代金額の１％を超える場合は、
　燃料油をスライド額算定の対象資材とする。

(２)スライド額の算定式

　  鋼材類の価格高騰による変動額（※(１)①で鋼材類が対象資材となる場合）
＋) 燃料油の価格高騰による変動額（※(１)②で燃料油が対象資材となる場合）
－) 請負代金額の１％
＝  スライド額

６．経過措置

　(１)単品スライド条項の適用に必要な工期の延長等

　工期末が平成２０年９月３０日以前の工事において、受注者が同条項に基づく請負代金
額変更の請求を希望する場合は、受注者は工事請負契約書第２１条の規定に基づく工期の
延長（ただし３．③に該当させるために必要最低限の日数の延長）を発注者に請求できる
こととする。また、同工事において、発注者が承諾する場合、３．③で「６０日前まで」
としている請求期限を「４５日前まで」を限度として縮減する事ができることとする。

　(２)当通知の受注者への周知

　発注者は、工期末が平成２０年７月３１日以前の工事でかつ請負代金額２５０万円以上
の工事の受注者に対し、当通知の内容について周知するものとする。

〔各工期末を有する現契約工事における経過措置のイメージ〕

工期末

対象(1) 対象外 工期を延期した場合に 工期を延期した場合また 経過措置
対象とする事ができる は発注者が承諾した場合 の対象と

に対象とする事ができる ならない

周知(2) 発注者は受注者に対し
当通知の内容を周知

10/1～～6/30 7/1～7/31 8/1～8/14 8/15～9/30
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